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研究課題 

代表的な研究 

 

① 偏性嫌気性菌の抗菌薬感受性に関する研究 

ヒトや動物の常在細菌叢に占める偏性嫌気性菌の割合は極めて大きく、頭頸部感染症、歯科感
染症、呼吸器感染症、腹腔内感染症、皮膚軟部組織感染症などおおくの内因性感染症から分
離される。これら感染症材料から分離される嫌気性菌の抗菌薬感受性については医療現場での
測定が困難なことも多く、経験的治療の指標となる情報が限られている。効果的な抗菌化学療法
を行うにはこれらの情報は不可欠であり、感染症からよく分離される偏性嫌気性菌と、頻度は低く
極めて情報が乏しいながら重症感染症から分離される偏性嫌気性菌の薬剤感受性を検討しその
傾向を解析する。 

② 偏性嫌気性菌の病原的意義に関する研究 

偏性嫌気性菌は培養が困難なものも少なくなく、ヒトや動物の感染症における病巣の菌叢や常在
細菌叢についても未知の部分がある。これらの菌叢についての疫学的検討を行い病原性嫌気性菌
の検索を行う。また、従来感染症から分離されることが知られている一部の菌種について、病原因
子としての菌体成分の検索を行う。 

③ 偏性嫌気性グラム陰性桿菌の抗菌薬耐性に関する研究 

一部の偏性嫌気性菌は幅広い薬剤耐性をもっている。その機構については一部の菌種で解析され
ているのみで、その耐性が何に起因するのか明らかになっていないものも多い。治療の障害となると考
えられるこれらの薬剤耐性菌について耐性因子の検索を行う。 

Main Research 

Projects 

① Antimicrobial susceptibility of obligate anaerobes 

Obligate anaerobes are a major constituent of normal flora in humans and other 
animals. In addition, they can be recovered from individuals with endogenous 
infections, such as cervicofacial, dental, respiratory, intra-abdominal, soft tissue 
infections. Determination of antimicrobial susceptibility of obligate anaerobes is 
crucial for effective antimicrobial therapy. However, it is often difficult to 
determine antimicrobial susceptibility of obligate anaerobes recovered from 
clinical samples in routine hospital diagnostictest, so only limited information is 
available on empiric therapy. We therefore aim to analyze the antimicrobial 
susceptibility of frequent anaerobes recovered mainly from clinical specimens 
as well as from those with severe infections（albeit rarer cases）to obtain 
characteristic antibiogram. 

② Pathogenic significance of obligate anaerobes 
Culturing obligate anaerobes is often difficult, and flora in infectious disease 
lesions and normal flora have not been well studied. We therefore aim to find 
pathogenic anaerobes by epidemiologically analyzing the above flora. Moreover, 
we are examining known pathogenic anaerobes recovered from patients with 



infectious disease with the aim of searching for pathogenic factors in bacterial 
cells. 

③ Antimicrobial resistance of obligate anaerobic Gram-negative 
bacilli 

Some anaerobes shows resistance to a wide variety of antimicrobial agents, but 
its underlying mechanism has been examined in only a limited number of 
species. High resistance prevents effective therapy, but factors contributing to 
high resistance remain largely unknown in anaerobes. We aim to identify the 
factors associated with high antibacterial resistance by examining resistance 
strains. 
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略歴 昭和 63 年 3 月 岐阜大学大学院農学研究科修士課程修了 
平成 4 年 3 月 岐阜大学大学院医学研究科博士課程修了 
平成 4 年 4 月 岐阜大学助手（医学部附属嫌気性菌実験施設） 
平成 15 年 4 月 岐阜大学助手（生命科学総合実験センター） 
平成 19 年 4 月 岐阜大学助教（生命科学総合研究支援センター） 
平成 19 年 10 月 岐阜大学准教授（生命科学総合研究支援センター・岐阜大学大学院連合
 創薬医療情報研究科） 
平成 25 年 8 月 岐阜大学教授（生命科学総合研究支援センター・岐阜大学大学院連合創 
 薬医療情報研究科） 
平成 28 年 4 月 岐阜大学研究推進・社会連携機構 微生物遺伝資源保存センター（兼務） 
平成 30 年 4 月 岐阜大学教授（研究推進・社会連携機構 科学研究基盤センター・岐阜 大
 学連合創薬医療情報研究科） 
令和 2 年 4 月 岐阜大学教授（高等研究院 科学研究基盤センター・岐阜大学連合創薬
 医療情報研究科・高等研究院微生物遺伝資源保存センター） 
令和 3 年 1 月 岐阜大学教授（糖鎖生命コア研究所糖鎖分子科学研究センター・高等研
 究院 科学研究基盤センター・岐阜大学連合創薬医療情報研究科・高等研
 究院微生物遺伝資源保存センター） 
 

 


